
障がいのため介護が必要な方等へ手当を支給します

■所得状況届の提出について 
　手当を受給中の方は、毎年８月に「所得状
況届」を提出してください。（用紙は８月上旬
にお届けします。）

■所得制限について
　本人、配偶者、扶養義務者の前年の所得が
制限額以上あるときは、その年の８月分から翌
年７月分までの手当が支給停止となります。

障害児福祉手当

月額　１５，２２０円

２０歳未満で重度の障
がいがあり、常時介護
を必要とする方（施設
入所者を除く）

特別障害者手当

月額　２７，９８０円

２０歳以上で著しく重度の障がいがあり、
常時特別な介護を必要とする方（施設
入所者や病院等に継続して３か月を超
えて入院している方を除く）

特別児童扶養手当

月額　１級　５３，７００円
　　　２級　３５，７６０円

２０歳未満の障がい児の父母
等が、当該児童を監護・養育
する場合（施設入所者を除く）

◆手当を受けることができる人（支給要件）
　次の要件に該当する児童を養育している父、母または父母に代わって養育している人です。
【年齢】
　満18歳に達した年度の３月３１日まで
　なお、児童が心身に中度以上の障がいのある場合（特別児童扶養手当該当程度）は20歳未満まで。
【状況】児童が次の①～⑨のいずれかに該当していること
　①父母が離婚している ②父または母が死亡している
　③父または母が重度の障がいにある ④父または母の生死が不明である
　⑤父または母が子育てを放棄している ⑥父または母が裁判所からDV保護命令を受けている
　⑦父または母が1年以上拘禁されている ⑧婚姻によらないで生まれた 
　⑨棄児などで父母がいるかいないか明らかでない

◆所得制限について
　前年の所得が一定額以上あるときは、その年
度（11月分から翌年の10月分まで）に手当の一
部または全部が支給停止となります。

◆現況届の提出について
　支給認定を受けている方は、毎年8月に
「現況届」を提出してください。

ひとり親家庭を支援します　
～ひとり親家庭等の生活の安定と児童のすこやかな成長を支援する～

児童扶養手当制度児童扶養手当制度児童扶養手当制度児童扶養手当制度

区　分 手　当　月　額

全 部 支 給
一 部 支 給

児童1人
44,140円

44,130円～10,410円

児童2人
54,560円

54,540円～15,620円

児童3人
60,810円

60,780円～18,750円

◆手当額（月額）について

※第3子以降は6,240円～3,130円の所得に応じた加算となります。

令和３年３月分から障害年金を受給しているひとり親家庭に「児童扶養手当」の額と
「障害年金の子の加算」部分の額との差額が「児童扶養手当」として支給されるようになりました。

【お問い合せ】奥出雲町福祉事務所　福祉係　有線：31－5378　電話：54－2541

【お問い合せ】奥出雲町福祉事務所  福祉係  有線：31－5390、31-5378  電話：54－2541
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◆
ま
め
ネ
ッ
ト
と
は…

『
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち
の

県
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
や
介
護
の
情
報

を
県
内
の
様
々
な
機
関
で
共
有
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
こ
の
よ
う
な
方
に
お
す
す
め
で
す

・
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
て
い

る
方

・
持
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方

・
小
さ
な
お
子
様
、
ご
高
齢
の
方

・
複
数
の
薬
の
処
方
を
受
け
て
い
る
方

・
在
宅
で
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方

◆
お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ま
ね
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
会

電
話
：
０
８
５
３-

２
２-

８
０
５
８

　雲
南
圏
域
の
３
市
町
（
雲
南
市
、
奥

出
雲
町
、
飯
南
町
）
は
７
月
４
日
、
次

期
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
に
係
る

基
本
合
意
書
の
締
結
を
雲
南
市
役
所
で

行
い
ま
し
た
。

　今
回
の
基
本
合
意
は
、
昨
年
、
締
結

し
た
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
基
本
合
意

に
続
き
、
不
燃
ご
み
を
含
め
た
一
般
廃

棄
物
全
体
の
処
理
施
設
に
つ
い
て
３
市

町
が
共
同
で
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

　
　

　３
市
町
で
は
、
不
燃
ご
み
処
理
施
設

の
老
朽
化
、
最
終
処
理
場
の
容
量
ひ
っ

迫
が
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
合

意
に
よ
り
一
体
的
な
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　雲
南
圏
域
３
市
町
を
代
表
し
て
挨
拶

し
た
石
飛
市
長
は
、「
新
た
な
処
理
施

設
の
整
備
は
、
将
来
的
な
人
口
の
推
移

や
財
政
に
及
ぼ

す
影
響
な
ど
を

慎
重
に
分
析

し
、
最
適
な
建

設
地
や
処
理
方

式
、
施
設
規
模

な
ど
を
見
極
め

着
実
に
事
業
を

推
進
す
る
。」

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す

る
協
定
の
調
印
式
が
、
７
月
５
日
、
役
場

仁
多
庁
舎
で
あ
り
、
奥
出
雲
町
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
の
間

で
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
、
株
式
会
社
コ
メ
リ
が
、
災
害
発
生
時

に
必
要
な
物
資
を
必
要
な
場
所
に
供
給

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
す
。

　こ
の
度
の
協
定
締
結
は
、
同
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
１
０
２
９
件
目
と
な
り
ま
す
。

　こ
の
協
定
に
よ
り
、
避
難
所
等
に
飲
料

水
や
日
用
品
な
ど
の
災
害
救
助
物
資
を

迅
速
に
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　町
は
、
気
象

庁
に
勤
務
を
さ

れ
た
経
験
の
あ

る
堀
江
安
男
さ

ん
に
町
の
気
象

防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
委
嘱
し

ま
し
た
。
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

は
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

地
方
公
共
団
体
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
防

災
の
知
見
を
兼
ね
備
え
た
気
象
の
専
門

家
で
す
。

　町
で
は
、
平
時
に
お
け
る
日
々
の
気
象

解
説
や
町
職
員
等
に
対
す
る
勉
強
会
の

実
施
、
そ
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
気
象

台
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
の
解
説
や
今

後
の
見
通
し
等
に
関
す
る
助
言
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　７
月
４
日
に
、
役
場
仁
多
庁
舎
で
行
わ

れ
た
委
嘱
式
で
、
堀
江
さ
ん
は
「
町
を
通

じ
て
、
早
め
早
め
に
気
象
情
報
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　堀
江
さ
ん
は
、
雲
南
市
と
飯
南
町
で
も

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
ら
れ
て

お
り
、
広
範
囲
で
気
象
防
災
に
携
わ
っ
て

い
か
れ
ま
す
。

奥
出
雲
町・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

災
害
物
資
供
給
協
定
締
結

堀
江 

安
男
さ
ん（
雲
南
市
）

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

委
嘱

次
期
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
設
備
に
係
る

基
本
合
意
書
締
結
式

糸原町長（左）とNPO法人コメリ災害対策
センター  西室常務理事（右）

（左から）奥出雲町 糸原町長、雲南市 石飛市長、飯南町 塚原町長
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